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研究成果の概要（和文）：胃がん・大腸がんと診断された患者を対象としてベースラインから5年間の観察を行
い、抑うつなどの心理状態と社会経済的要因の関連を検討した。がん診断時に抑うつ指標であるK6質問票で抑う
つが疑われる割合（10点以上）は診断時と1年後でそれぞれ10.1%、7.4％であったが、潜在的な不安をもつ割合
は20.1％から36.9％と増加した。社会的サポートが得られる人数が多いほど抑うつの指標が良好であった。女性
はがん罹患後も変わらない社会的サポートを得ていたが、男性では罹患後に支援者数が減少する傾向があった。

研究成果の概要（英文）：We examined the associations between psychological states, such as 
depression, and socioeconomic factors among gastric and colorectal cancer survivors. At the time of 
cancer diagnosis, the prevalence of depression, as measured by the K6 questionnaire with a score of 
10 or above, was 10.1%. This percentage decreased to 7.4% at the one-year follow-up. However, the 
proportion of individuals experiencing latent anxiety increased from 20.1% to 36.9% during the same 
period. The number of individuals providing social support was associated with lower depression 
scores. Interestingly, female patients consistently maintained their levels of social support after 
their cancer diagnosis. In contrast, male survivors showed a tendency for a decrease in the number 
of supporters. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
胃がん・大腸がんは現在日本で最も罹患者数の多いがんであり、がんと診断された後に生存しているがんサバイ
バーの数も多い。がんサバイバーの抱える問題のうち、しばしば問題になるのが抑うつである。本研究結果は社
会的サポートの充実の大切さを示すものであり、病院の相談支援体制やがんサバイバー同士のピアサポートなど
の取り組みが重要であることを示唆する。また、社会的サポートが不十分な人を見逃さないような支援体制が必
要であることも示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
胃がん・大腸がんは日本で最多のがんである。胃がんと大腸がんの生存率はがんの中でも比
較的良好であり、罹患しても生存している者（がんサバイバー）が多く存在する。その一方
で、胃･大腸は食事や排泄といった生活に密接に関わる臓器であり、がん自体の症状あるいは
がん治療による合併症・後遺症などにより、生活の質が低下してしまうサバイバーも多い。
そのため、がんサバイバーにはがんの治療だけでなくサバイバーシップ支援が必要である。 
がんサバイバーの困難には様々なものがあるが、人により、あるいは診断後の時期により困
難が異なることが予想される。しかし、どのような人がどの時期にどんな困難を感じている
かという疑問に対するエビデンスは限られている。縦断研究で診断時点からがんサバイバー
の観察を行うことで、時期ごとの困難を明らかにすることができる。また、困難の出現を予
防したり、適切な時期に適切な支援を行うためにもこうしたエビデンスを作っていくことが
必要である。 
一般にがんは死に直結する疾患と考えられており、がんサバイバーはがんと診断された後
に反応性のうつ病や適応障害などの精神症状を呈することがしばしばある。その場合、精神
科医などを含めた緩和ケアチームで心のケアなどの対応が必要となる。また、手術や抗がん
剤投与などの治療が一段落した後も再発の不安、経済的不安、治療による後遺症など様々な
困難が存在し、これらも精神症状のリスクとなり得ると推測される。こうした精神症状に関
して、医療者によるケアだけでなく、がんサバイバーの周囲人たちによる支援など社会的サ
ポートによる予防が可能かもしれないが、これまで検討はされていない。また、社会的サポ
ート以外にも、がんサバイバーのうつに関連する要因を明らかにすることで、ハイリスク者
の早期発見・早期介入に繋がる可能性がある。 

 
２．研究の目的 
 
本研究課題では以下の 2点の実現を目的とした。 
(1) 胃がん・大腸がんサバイバーを縦断的に観察する「胃がん・大腸がんサバイバーコホー
ト研究」を実施し、胃がん・大腸がんサバイバーの時期毎の困難を明らかにするための
エビデンス立案の基礎とする。 

(2) 「胃がん・大腸がんサバイバーコホート研究」のデータを用いて胃がん・大腸がんサバ
イバーの抑うつ・適応障害と関連する社会経済的要因を明らかにし、将来の介入に備え
たエビデンス構築を目指す。 

 
 

３．研究の方法 
 
本研究課題では愛知県がんセンターで 2015 年から実施されている「胃がん・大腸がんサバ
イバーコホート研究」を継続した。「胃がん・大腸がんサバイバーコホート研究」の対象は 2015
年 1 月から 2018 年 2 月の期間に愛知県がんセンター病院を受診した患者で、胃または大腸
の新生物と診断され初回治療を愛知県がんセンター病院で行った者である。研究参加者は診
断時(ベースライン・治療開始前)と治療後１,3,5 年の時点で自記式質問票により生活習慣・
社会的要因・心理的要因などを収集された。また、がんの診断･治療に関連する臨床要因・予
後について愛知県がんセンター病院の診療録から情報の収集を行った。2023 年 3月までに全
参加者の診断 5年後調査を完了し、最終来院日から生存期間の確認も行った。 
抑うつと社会経済的要因の検討にはベースラインと診断 1年後のデータを用いた。 
抑うつの評価は K6 質問票のスコアを用いた。K6は 6項目の質問による気分障害と不安障害
のスクリーニング調査票である。本研究では K6スコア 10 点以上をうつ状態と定義し、K6 ス
コアの増減とともにアウトカムとして評価した。社会的支援は Social Support 
Questionnaire Short version を使用し、支援が得られる人数（支援者数）と支援の満足度
で評価した。他の社会経済的要因として、世帯年収および最終学歴を使用した。K6 スコアと
関連する要因の評価は K6スコアを従属変数、各要因を説明変数とした回帰式の固定効果モデ
ル、変量効果モデル、プールド最小二乗推定法(OLS)で推定を行い、F検定、Breusch-Pagan の
ラグランジュ乗数検定、ハウスマン検定で適切なモデルの選択を行った。うつの評価は K6ス
コア 10点以下/以上をアウトカムとした logistic 回帰分析を固定効果モデル、変量効果モデ
ル、プールド OLS 推定を行い、F検定、Breusch-Pagan のラグランジュ乗数検定、ハウスマン
検定で適切なモデルの選択を行った。 
 
 
 



 
４．研究成果 
 
最終解析対象者 179 名のうち、胃がんサバイバーが 103 名、大腸がんサバイバー76 名であ
った。対象者は男性が 67.2％と多く、年齢は 60 代が 45.7％と最も多かった。ベースライン
と比較して、1 年後の世帯年収は減少しており、BMI も減少していた。対象者の約 10％が禁
煙し喫煙率は下がったが、飲酒者の割合はむしろ増加した。座位時間は 1 年後もベースライ
ンと変わらなかった。社会的サポートを得られる人数は減少したが、支援に対する満足度は
変化がなかった。診断時のパフォーマンス・ステータス(PS)はほとんどが 0 であり、日常生
活に制限がある者はほとんど居なかったが、1 年後は約 1/4 が 1 以上と軽度の制限がみられ
た。 
K6 スコアの分布を図 1 に示す。ベースラインでは 0-4 点、5-9 点、10 点以上がそれぞれ
69.8％、20.1%、10.1%であったが、女性は 10点以上が 16.9％と男性に比べて多かった。1年
後はベースラインに比べて 10 点以上の割合は減少していたが、0-4 点の割合も減少し、5-9
点の割合が増加していた。 

K6 スコアと関連する要因について表 1に示す。プールド OLS では 50 歳未満で 70 歳以上に
比べて 1.78 点（95％信頼区間 0.04-3.52）高い K6スコアを示した。PS不良は 1.83 点(0.49-
3.18)有意に K6 スコア不良と相関し、社会的サポート人数が多いほど一人あたり 0.15 点
(0.30-0.01)の改善につながったが、社会的サポートの満足度は K6 スコアと相関は見られな
かった。境界有意ではあるが、女性で K6 スコアが不良な傾向にあった。一方、固定効果モデ
ルでは有意な相関を示す因子は見られなかったが、PS の悪化が K6 の悪化の関連に弱い関連
が見られた。変量効果モデルの結果はプールド OLS と同様の結果が得られた。3 つのモデル
間の検定では F 検定、Breusch-Pagan のラグランジュ乗数検定、ハウスマン検定の p 値はそ
れぞれ 0.0003, 0,0002, 0.9775 であり、変量効果モデルが最も妥当であった。そのため、以
後の検討は変量効果モデルで行った。 
変量効果モデルによる K6スコアと関連する要因を性別で層別化した結果を表 2に示す。社
会的サポート人数による K6 スコアは女性では境界有意であったが一人あたり-0.32(-0.66-
0.01)改善が見られたが、男性では-0.05 (-0.23-0.12)と改善が見られなかった。 
 
本研究では、胃がん・大腸がんサバイバーの縦断研究のためのデータプラットフォームの作
成を行った。今後、このデータを使用して抑うつ以外のアウトカムについても検討を行って
いく予定である。 
また、診断から 1年間の抑うつに関連する要因について検討を行った。その結果、若年者お
よび社会的支援者数が少ないことが抑うつの悪化と関連していることが示唆された。社会的
支援の効果は女性で明らかであったが、これは女性ではがんの診断を受けた後も支援者数が
変わらないのに対して、男性ではがん診断時と 1 年後の支援者数平均値が 4.24 人から 3.57
人に減少したことが関連しているかもしれない。家族・友人などによる支援に介入すること
は難しいが、病院の相談支援センターやピアサポートの活動は抑うつの予防にも効果がある
可能性がある。今後、更に長期間の抑うつなどの精神状況、社会経済的要因などの関連につ
いて研究を進める。また、相談支援センターや患者会などと連携を行い、社会的支援の充実
や介入の効果についても検討をすすめていきたい。 
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